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1 はじめに 
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ついで、記号の凡例を示す。(  )でくくった語はあってもなくてもいい






…、『大阪方言 2000 文』の例文は O1、O2……といったように番号を付し
て示す。 
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O29. (B){鼻悪い/ 鼻きけへん}やっちゃな。 
J30. さあ、はなをかんで。 
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J36. ちょっとこのコーヒーを味わってごらん。 
O36. ちょーちょー、このコーヒー飲んでみ / 味わってみ。 
J37. きのう歯を 1 本抜いてもらった。 




O39. {お茶 / お茶熱いし}、{息吹いて / ふーふーして}さまそうや。 
J40. のどが痛くてものがのみ込めない。 












O45. 食欲ないわー。// なんも食いたないわ。 
J46. おなかが減ってるわけじゃないんだけど、ぼくは食いしんぼうなんで
ね。 













































J65.  [子どものけが]今度は親指だね！ 
O65. 今度は親指やな。 
J66. 人さし指をなくしたんだ。不自由だろうね。 




O68. 機械に{さわったらあかん/ さわるな}。 









































O84. おれら、だいぶ歩いた。/ わたしたちはだいぶ歩きました。 
J85. もう 1 歩も動けないよ。 
O85. もう 1 歩も動かれへん。 
J86. みんながどっとやってきた。 
O86. みんなどっときた。 







O89. たま(は)、{身体 / 体内}に残った。 
J90. きみの腕、すばらしい筋肉だなあ！ 
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O90. お前の腕、すごい筋肉やなあ！ 








J95. 骨が 1 本折れている。 






























J107. [彼はどこにいるの？] 寝ています。 













































J128. [病気] もうよくなりました。 
O128. ようなった。 
J129. かたわだから働けないんだ。 




O130. あの女、いつでも男と遊びたいん/ 男遊びしたいんやろ。 
J131. 女っていうのは複雑なもんだ。 
O131. 女はややこしい。 
J132. あの 2 人、いい仲だ。いろんなうわさがたってるよ。 
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O135. 先週{赤ちゃん/ こども}{生まれた/ できた}。 
J136. おくにはどちら？ 
O136. どこ出身？ 












J142. あの人たちには生後 3 ヵ月の赤ん坊がある。 







J146. [故人] わたしの兄でした。 
O146. わたしの兄でした。 
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J147. あの人の姉さんも来ました。 





J150. [40 歳の男の死] 働き盛りだというのになくなった。 
O150. 働き盛りやのに死んでしもた。 








J154. [病人] 明け方までもたないだろう。 
O154. 明け方までもたんやろな。 
J155. [事故] まだ生きている。死んじゃあいない。 







J159. [事故死] 死体が片付けられた。 
O159. 死体が片付けられた。 
J160. [事故死] 死骸を土に葬った。 
O160. 死骸を土に埋めた。/ 死骸を土に葬った。 
J161. [彼岸]お墓参りでたいした人手でした。 









J163. (A)このごろばかにうまいじゃないか。― (B)板前が替わったのさ。 





















O172. ほな、昼飯行こか。// そしたら、昼飯行くか。 









































O189. あかんわあ、豚は胃ーに来る。/ なんか豚は腹に来る。 
J190. ハムかい？ もう全部平らげちゃったよ。 
O190. ハム？ 全部食うたよ。 
J191. 今晩のご馳走は鳥肉だった。 










O196. この卵、{腐ってんちゃうん/ へんなにおいする}。 































O208. このサラダ、酢ー足らんなあ。/ 酢が足らんサラダやなあ。 
 
21.くだもの・デザート 
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J227. このビールはちっともあわが立たない。 




O229. {ざる/ 大酒飲み/ 左党}やな。 
J230. ぐでんぐでんだ。 
O230. ぐでんぐでんや。 
J231. お茶を 3 杯も飲んだ。 



















J240. [タバコ屋] 葉巻ありますか。 
                                                          
10
 「一服する」は用いるが、「一服つける」は用いない。 


















O247. 医者にかかってる。// 病院に行ってる。 
J248. 薬なんか信用しないね、ぼくは。 
O248. 薬は信用してない。 
J249. 医者の話ではビタミン B の不足だそうだ。 
O249. 医者の話やと、ビタミン B が足らんらしい。 
J250. すぐ手術してもらわなくちゃあ。 
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 「繕う」を使用語彙として使わないので、「縫う」にした。 





















J277.  この暑さだ。まあ、上着を脱ぎたまえ。 
O277. 暑いしなあ、上着脱いだら。 
J278. おい太郎！ はだしで遊んでいるとけがするよ。 
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J283. きょうはチョッキはよしとしよう。 




O285. ズボンの丈ちょっと短いな。/ ズボンのすそ短すぎるな。 
J286. せっかくのドレスがしわくちゃになっちゃったね。 
O286. せっかくのドレスが{しわしわ/ しわくちゃ}やな。 
J287. そんな短いスカートをはくのはみっともないよ。 






















































{まし/ きれい}やろうに (なあ)。  


















































J329. 2 人きりで住んでいる。 




























O341. 玄関 / 入り口のドア、かぎかけたか。 
J342. 包みは玄関に置いてきた。 
O342. 包みは玄関に置いてきた。 




J345. (A)何階ですか。―(B)4 階です。 
O345. (A)何階。4 階。// 何階ですか。―(B)4 階お願いします。 
J346. 自分のへやは上にあるんです。 

















































J362. (B)ガスはどうなんです？ ありますか。 
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O362. (B)ガスは？ あんの。 
J363. 今晩は停電です。 
O363. 今晩停電やて。/ 今晩停電。 
J364. トイレに行きたいのですが…… 






O367. 今日はへや暖かくしといたから。// 今晩は部屋暖かくしたーる。 
J368. ことしはもうストーブをたき始めた。 




























J380. 人口 50 万人以上の大都市です。 






















O390. こちらに長く滞在されますか。/ 長くおるんか？ 





































O406. おばちゃんがおってくれた / おったんで、ちょっと案内してもろた。 
J407. ぼくの自転車、使っちゃいやだ。 
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 「この道行ったら」は言えなくはない。「あの公園通って」のように経路格でも省略は可
能である。査読者から、省略の有無が O404 の経路格と O405 の目的格の区別をしているのか
という質問があった。J404 のような文例では、筆者の内省では省略しにくい。省略のしやす
さが両格を区別する証左になっているかどうかは、今後検討する余地がある。 
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O417. {暑うて / 暑さで}タイヤがパンクした。 
J418. 車が故障した。 
O418. 車が故障{した / しおった}。 
J419. 自動車が衝突したんです。 
O419. {車/ 自動車}が{ぶつかった/ 衝突した} (んです / や)。 
J420. ブレーキがきかなかった。 
O420. ブレーキ{きかんかった/ きけへんかった/ きかなんだ}。 
 
37.鉄道 
J421. [ストライキ] 鉄道は全部止まってしまった。 
O421. 電車、全部止まってるわ。 
J422. この鉄道は開通以来赤字路線なんだ。 







































O436. 出発時間が来たようです。// 電車が来たようです。 
J437. ここで降りるんですよ。 
O437. ここで降りるんや。 












J443. この汽船はできてから 20 年ぐらいはたとうというしろものだ。 
O443. この汽船はできてから 20 年ぐらいはたってるしろもんや。 
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 「こんな印刷物」は迷惑なものの代表としてチラシやダイレクトメールで意訳した。 
















O476. 口ばっかりで、なんもせえへん / でけへんなあ。 
J477. あの人のほうがおまえよりよく仕事をするよ。 
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J484. ちょうど 2 年間勤めました。 
O484. ちょうど 2 年間勤めました。 
J485. 気の毒に、あの男、もう何年も遊んでいるんだ。 
O485. 気の毒やなあ、あの{おっさん / にいちゃん}、もう何年{遊んでる




O487. (A)おまえ、休むって言うんか？ ―(B)なんか言いにくいなあ。 
J488. (A)何してる人ですか？― 
O488. (A)何{してる / してはる}人ですか。― 
J489. (B)実業家です。 
O489. (B)実業家。/ / 会社やってる人です。 
J490. むすこを自分の会社に入れた。 
O490. むすこを自分の会社に入れた。 
J491.  [おそい帰宅] 会社で残業してたんだよ。 














O497. 電気代と水道代は別 (や / です)。 
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J498. この柱時計はどうもぐあいが悪いね。 








































































O529. すごい{大金持ち / 財産家}や。 
J530. この土地は中村さんの所有地です。 




















O540. それぞれに 2 個ずつやった。 
J541. まだ 1 度も返事をもらいません。 
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O541. まだ 1 回も返事をもらって{へん / ない{わ。 
J542. 一ついただいてもよろしいですか。 
O542. 1 つもらっても{ええ / いいですか / よろしいか}？ 
J543. それを拝借させていただけませんでしょうか。 







J547. どうしてみんな捨てちゃうの？ もったいないね。 







J550. [お札] あいにく大きいのしかなくて…… 
















O556. 支払いは小切手で{ええか/ いいですか}。 
J557. がまぐちを盗まれた。 
O557. 小銭入れとられた/ 盗まれた。 
J558. さいふに気をつけなよ。 
















O565. 現金で (払います)。 
J566. 月賦で買えないんですか。 
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O569. 値段がついてへんで。 
J570. これ、7 万円したよ。 




























O583. {ちょっとずつ/ ちょいちょい/ ちびちび}値切った。 
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J584. 古本で手に入れた。 
















J591. (A)子供が 10 人もあるんですよ。―(B)大家族ですね。 





















J601. (A)ご兄弟は多いんですか。―(B)4 人兄弟です。 
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J611. いとこです。 





















J621. 7 時 15 分前に散会した。 
O621. 7 時 15 分前に散会した。 
J622. 会社の創立 50 周年記念の祝賀会があった。 





O624. (A)あの人知ってる？ ―(B)はい。1,2 回会うたことがあるわ。 








J628. なにしろ人口が 100 万になったことだしね。 




O630. 国家のためというわけ{なんやな/ か}！ 




























J643. (A)コーヒーをもう 1 杯いかがですか。―(B)いただきます。 

















O650. こんにちは。{お元気ですか/ 元気}。 













―(B) ほな、また。// また、来てください。 
J656. さよなら。またあしたね。 




O658. ああ、{あんたやった/ あなたでした}か、小林さん。 



























J669. (A)しまった、忘れ物をしちゃった。― (B)何さ？― (A)名刺だよ。 





































































J700. 女中を 2 人も使っている。 























J710. 2 人とも口をきかないところを見ると、さてはけんかしたんだね。 
O710. 2 人とも口きかへんところを見る限り、けんかしたんやな。 
J711. いつも仲よく暮らしてきた。 







J715. 20 年間一緒に働いている。 
O715. 20 年間一緒に働いてる。 
J716. ぼくのことならだいじょうぶ、なんとか弁明してみせるさ。 
O716. おれのことやったら大丈夫やから。なんとか(弁明)するから。 
J717. 10 分後に助けが来た。 



















J724. やかましい！ そんなにがやがや騒ぎなさんな。 












































O744. 有罪{と宣告された/ や言われた}。 
J745. あの男は当然厳罰を受けるべきだ。 
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O751. いや、{兵士/ 兵卒}だけや。19 
J752. 士官のほうはその必要がないんだ。 
O752. 士官はその必要がないんや。 
J753. 平和だって？ いや、なかなか戦争は終わるまいよ。 


















J761. 少なくとも 3 ヵ月はいるつもりだ。 
O761. 少なくとも 3 ヵ月はいるつもりや。 
J762. 今出かけようとしていたところです。 
O762. 今出かけようとしてたとこです。 
                                                          
19









J764.  (A)やってくれる？― (B)とんでもない。 
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J778. 笑わずにはいられなかった。 
O778. 笑わずに{おれんかった/ おれなんだ/ いられんかった}。// 笑わん
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62.快・不快 
J792. [入浴] さっぱりしていい気持ちだ。 
O792. さっぱりしてええなあ。 















O800. {私からの贈りもんを/ 私が贈ったもんで}すごく喜んでくれた。/ 
J801. とても不満そうだったぜ。 
O801. すごく不満そうやったぞ。 
J802. ちくしょう！ あのやろう、またじゃましに来やがった。 




















O811. (B)怒らんといてくれや。今のは{しゃれ / 冗談}やんか。 
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O835. 料理はまあまあていうレベルなんで、めちゃくちゃうまいまでは{い
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 「とっくり」が使用語彙ではない。 
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O891. 頭{めちゃくちゃ/ かなり/ けっこう}ええから、ええ学者になる{や
ろ/ んとちゃうか}。 
J892. 科学にたいへん興味を持っている。 
O892. 科学に{めちゃくちゃ/ かなり/ すごく}興味{がある/ を持ってい
る}。 
J893. いや、ラテン語だって知らないよ。 
O893. いや、ラテン語{かて/ も}知らんよ。 
J894. 隠れもない、だれでも知っていることさ。 
O894. だれでも知ってる{んちゃうんか/ (こと)やろ}。 
J895. 内々にある人から打ち明けられたことだ。 
O895. 内々{で/ に}ある人から｛聞いた/ 打ち明けられた｝ことやねんけど。 
J896. これはここだけの話だよ。 
















































O915. ちょっとはしんぼう{できんかあ/ せな/ せーよー}。 
J916. これっぽっちもしんぼうできないんだから…… 
O916. なんもしんぼう{でけへんのやなあ/ できんのか}。 
J917. 予言したことはみんなほんとうになってしまった。 
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J931. うぶだなあ、おまえは！ 
















O939. (A)あの男の{素行/ 品行}を知ってるか？― 
J940. (B)しんは悪くないんだが、ただ女ぐせが悪くてね。― 
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 原文は「naïf」である。筆者にとって、「うぶ」は頻度の高い使用語彙ではない。 







































J959. (A)どこにいる？ ―(B)あそこだ。こっちを向いてにこにこしてるよ。 












O965. 人を指さすのは{失礼やで/ あかん}。 
 
73.言語 
J966. あの 2 人は何語で話してる？ 






O969. {ええ/ うまい}訳が出てけーへんかったな。 
J970. ええと、あの字はどう書いたっけな。ちょっと度忘れしちゃった。 
O970. あれ（やあれ）、あの字どう書いたっけ。ちょっと度忘れしてしもた。 
































O983. {軽く雑談してる/ 軽い雑談をかわしている}ところやった。 













O989. なんか落とし{たよ/ てるで}。22 
J990. あのね、ちょっと君に話があるんだが…… 
O990. あんなあ、ちょっとだけ君に話があるんやけど。 
J991. うん、2 羽とも見えるよ。 










O996. 全部見た？//  最後まで見た？//  全部見終わった？ 
J997. どちらにも子どもが 2 人ずつある。 
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J1004. (A)あれはだれ？ ―(B)ぼくの友だちで鈴木ってんだ。 
O1004. (A)あれだれ。 ―(B)俺の友だちで鈴木っていうねん。 
J1005. 2 人のうちどっちが行くんだね？ 




















O1014. (A)砂糖注文しといたで。 ―(B)どれぐらい。 
J1015. (A)鉛筆を買ってきた。―(B)何本？ 






















































O1038. それが何よりの証拠や{ない/ あらへん}か。 
J1039. どうもものごとを大げさに言うのがお好きのようですね。 
O1039. どうもものごとを大げさに言うのんが好きなようやな。 



















O1046. (A) 鉛筆で書いてもええ？ ―(B)ええよ。 
J1047. (A)消しゴム、見なかった？―(B)知らないよ。 
O1047. (A)消しゴム、見ーへんかった？ ―(B){見てへん/ 知らん}（わ）。 
J1048. (A)ぼくのペン持ってったのだれだい？―(B)おれじゃないよ。 
O1048. (A)俺のペン持っていったん誰や。 ―(B)俺{ちゃう/ やない}で。 
J1049. (A)ちょっとインクを持ってきて。―(B)もうないよ。 
O1049. (A)ちょっとインク持ってきて。 ―(B)もうないで。 
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O1058. 好評（みたい）{やぞ/ やで}、今度の小説は。 
J1059. 散文ですか、詩ですか。 
O1059. 散文？ 詩ー？ 
J1060. この詩はむずかしすぎる。まさに判じ物だね。 






















J1066. 写真を 1 枚とりたいところだね。 




































O1082. {あの人/ あいつ}のほうが{うまい/ 上手に引く}よ。 
J1083. ピアノを少しやります。 
O1083. ピアノをちょっと。// ピアノはちょっとやったら引けます。 
J1084.  2 人ともバイオリンひきだ。 
O1084.  2 人ともバイオリン{奏者/ ひき}や。 
J1085. とても有名なオーケストラだよ。 

































O1098. 嫁はんより学がない{んや/ ねん}。 
J1099. 教養のない人だ。 












O1105. この大学金{ないん/ 持ってへんの}よ。 
J1106. (A)どうしたんですか。―(B)生徒が車にひかれたんです。 
O1106. (A)どないしたんや。 ―(B)生徒が車にひかれたみたいやで。 
J1107. だめ、だめ、いつも学生でいっぱいさ。よそへ行ったほうがいいよ。 
















J1114. そうだね、ぼくには第 3 章がいちばんおもしろかったな。 














O1121. (B)どこの出版社から出{た/ てんの}ん？ 
J1122. うちのラジオ、また調子が悪いんだ。 














O1126. もうすぐ陸が見える{ぞ/ よ/ で}。 
J1127. 労働者たちは地面を掘っている。 
























O1138. ひづめにじゃりが{はいった/ はいってしもた}。 
J1139. くつに砂がはいった。 


















































O1161. 道は雑草だらけやった。// 道には雑草がいっぱいはえとった。 
J1162. 木が切り倒されている。 
O1162. 木ー切り倒されてる。 
J1163. 小枝 1 本動かない！ 
O1163. 小枝 1 本動かへん。 




J1165. 森のまん中に家が 1 軒ある。 














































O1185. なかなか人に{なつかんねや/ なれへんのよ}。 
J1186. 牛の群れに出くわした。 







J1190. 豚が 1 頭逃げたぞ。 
O1190. 豚 1 頭逃げたで。 
J1191.ネコが鳴いてるんだよ。 
O1191. ネコが鳴いてるんや。 
J1192. (A)かみつきますか、おたくの犬は？ ― 
O1192. (A)かみつくん？ おたくの犬。― 
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J1193. (B)決してかみつきません。 
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J1223. とても泳ぎがうまい。 
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O1236. ひどい風通しやな。// 風通し悪いなあ。 
J1237. 風が吹きだした。 




































































































J1280. このごろは 4 時から 5 時にはもう日が上ります。 


















































O1302. (A){電気/ 電灯}が消えた。― 
J1303. (B)だれが消したんだ。すぐつけてきてくれ。 





































































J1334. 今 4 時を打ったところだ。 
O1334. 今 4 時を打ったとこや。 
J1335. 男のような声だね。 
O1335. 男みたいな声やな。 


















J1343. [電話]もっとはっきり言って！ 話がよく聞き取れないよ。 




























O1354. (B)はあっ？ 味なんかないわ。 
J1355. [お茶]濃いほうがいいですか。 





J1358. 苦いなあ、この薬！ わあ！ 
O1358. 苦いなあ、この薬。 あー。 
J1359. この砂糖、ちっともきかないな。 
O1359. この砂糖、{全然あかん/ ちっとも効かへん}なあ。 
J1360. このパンは塩気が足りない。 
























J1371. ぶるっ！ 凍えそうだ。 
O1371. うわっ。凍えそうや。 
J1372. 暑くって死にそうだなあ、ここは。 




























J1383. あの店では砂糖を 1 キロいくらで売っている。 
O1383. あの店、砂糖 1 キロなんぼで売ってる。 
J1384. この手紙は 20 グラムを越えてます。 
O1384. この手紙、20 グラム超えてるよ。 
J1385. はかりが入り用だね。 














 原文は「軽い、軽量」という意味の「légèr」。原文では「Lettre à expédier:  Elle est assez légère.」
という文例が記されている。船便と出す際の重量制限のチェックという場面である。日本語
訳も意訳となっており、筆者もある程度それに準じた大阪方言で例示した。 
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J1422.  [ズボン]たけは同じです。 
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J1433. うんと薄い紙を 1 枚とってくれない？ 











J1438. 木が 1 列に並んでいる。 


























O1450. この道は{ぼこぼこ/ でこぼこ}や。 
J1451. ほら、穴があるよ。落っこちるなよ。 

















































O1471. 2 つの道はそこで{ぶつかってる/ 出会っている}。 
J1472. そこの戸をしめてもらいたいね！ 
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J1475. 島で川が 2 本になっている。 
O1475. 島で川が 2 本になってる。 
J1476. 氷が 1 かけら砕け落ちた。 
























O1487. こんなに遠いとは{思わんかった/ 知らんかった/ 知らなんだ}。 
J1488. [郊外]とんでもない遠いところに住んでいる。 
O1488. {めちゃくちゃ/ とんでもなく}遠いとこに住んどる。 
J1489. 音がだんだん近づいてくる。 
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O1517. そんな置き方や{と/ ったら}倒れるで。 
J1518. (A)横にすりゃあ積めるよ。―(B)やってみな。 













































































J1553. もう決して 2 度とあんなところへ行くもんか！ 






O1555. じっと{しといて/ しーやー/ して}。もう動かんといて。 
J1556. 急いで！ もうエンジンがかかってるよ。 
O1556. {急ぎー/ 急げ}。もうエンジン{かかってるよ/ ぞ/ で}。 
J1557. 止まってください。ここです。 





J1560. ぴしゃりと 1 発横っつらを張り飛ばした。 
O1560. ばしーんと 1 発ほっぺたを張り倒した。 
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O1573. {ものさし/ メートル尺}、どこ{いった/ にやった}？ 
J1574. 3メートルと言ったり 4メートルと言ったり、いったいどっちだい！ 

































J1587. [訪問]3 時間も腰を落ち着けた。 
O1587. 3 時間もゆっくりしてしもた。/ / 3 時間も腰を落ち着けた。 
J1588. 東京に来てからもう 5 年になる。 




O1590. 続けて読んどいて。すぐもどってくる{さかい/ んで/ から}。 
J1591. (A)出かけてくる。―(B)長くかかるの？―(A)いや、そうでもないさ。 
O1591. (A)出かけてくる。 ―(B)なごかかんの。 ―(A)そうでもないやろ。
// {そんなに/ そない}かからんやろ。 
J1592. すぐに警察に電話しなさい。 







J1595. 5 時に仕事を切り上げよう。 





J1598. 行ってしまってから 6 年になる。 
O1598. 行ってしもてから 6 年たった。 
J1599. 水曜日までに仕上がりますか。 
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O1599. 水曜（日）までに{できる/ できんの/ 仕上がりますか}。 
J1600. いや、彼のほうが女を呼び寄せたんだよ。 
O1600. ちゃう、彼が女を{呼んだ/ 呼び寄せた}んや。 
J1601. いや、彼のほうが女を呼び寄せてるんだよ。 
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J1615. (A)きょうの午後にはここにあったんです。―(B)でも、今はないよ。 
O1615. (A)今日の昼にはここにあったんや。 ―(B)でも、いまはないやん。 
J1616. 今晩は行かなかった。 
O1616. 今晩は{行かへんかった/ 行かなんだ}。 
J1617. (A)先週は行きましたか。―(B)ええ、行きました。 
O1617. (A)先週行った？ ―(B)ふん、行ったよ。 
J1618. 来年もまた行こうよ。 
O1618. 来年もまた行こか。 
J1619. (A)2 年になるかな、彼がフランスに行ってから。― 
O1619. (A)2 年になるなあ、彼がフランスに行ってから。― 
J1620. (B)2 ヵ月ほどすると帰ってくるはずだよ。 




O1621. やっぱり、まだ日ーに 5,6 秒進むんや。 
J1622. もうあと 5 分しかない。 
O1622. あと 5 分しかあらへん。 
J1623. 4 時半だ。 
O1623. 4 時半や。 
J1624. 2 時間おきに船が出る。 
O1624. 2 時間おきに船が出る。 
J1625. 準備の都合がありますから、二、三日前に知らせてください。 







O1628. (A)明日の朝にはできると思います。 ―(B)もっとはよでけへんの。 








J1632. ゆうべは 12 時に寝た。 
O1632. 昨日は 12 時に寝た。 
J1633. 1 週間ぐらいでできます。 














J1640. 1 週間後の金曜にしよう。 











J1645. (A)1 月にやるってのはどうかしら？― 
O1645. (A)1 月にやるんはどうや。― 
J1646. (B)どっちにしろ 2 月じゃおそすぎるな。 
O1646. (B)どっちにしろ 2 月やとおそすぎんなあ。 
J1647. (A)3 月に行きましたよ。―(B)そうでしたか。 
O1647. (A)3 月に行ったわ。 ―(B)そうか。 
J1648. 4 月の初めごろがいいでしょう。 
O1648. 4 月のあたまぐらいがええんとちゃうか。 
J1649. (A)誕生日は 5 月 4 日だよ。― 
O1649. (A)誕生日は 5 月 4 日や。― 
J1650. (B)ええ？ 6 月 4 日だとばかり思っていた。 
O1650. (B)ええ？ 6 月 4 日やと思てた。 
J1651. 7 月はどうします？ とくに当てはないの？ 
O1651. 7 月はどないする？ とくに当てはないんか。 
J1652. 8 月 10 日が誕生日なんです。 
O1652. 8 月 10 日が誕生日なんや。 
J1653. (A)9 月にあそこへ行くことになってます。―(B)ああ、そうですか。 
O1653. (A)9 月にあそこに行くことになってるんよ。 ―(B)そうなん。 
J1654. (A)ぜひ 10 月にいらっしゃい。―(B)ええ、考えときましょう。 
O1654. (A)ぜひ 10 月においで。 ―(B)ほな、考えときますわ。 
J1655. この手紙は 11 月 8 日付だ。 
O1655. この手紙は 11 月 8 日付けや。 
J1656. 12 月は押し迫ってすることが多いんです。 















J1662. この冬はまだ 1 度もかぜを引いてないよ。 
O1662. この冬は{いっぺん/ 1 回}も風邪引いてへんわ。 
J1663. 1 年間の契約でその家を借りた。 







J1666. 2 時ちょっと過ぎにお宅へ伺います。 






O1669. 「明日行くわ」{て/ と}返事{した/ しといた}。 
J1670.  あれが行ったのはその 2 日前だった。 
O1670. あれが行ったんは 2 日前やった。 
J1671. 二月ほどしてなおりました。 
O1671. {二か月/ ふたつき}ぐらいで治りました。 
J1672. たずねる前に手紙を出しておいた。 






















O1681. 一気に{飲んでしもた/ 飲み干した}。 
J1682. だんだん聞いてみると、職がないんです。27 






                                                          
26
 O1678 で「起きてまへん」と言うと、ふざけた感じがする。 
27
 原文は「peu à peu」である。原文では「J'ai appris peu à peu qu'il n'avait pas de place.」とい
う例文が記されている。日本語訳の「職がない」は意訳となっている。 














O1690. (A)何してんねん。手紙か。 ―(B)そうや。2,3 通書いてるとこなん
で。 
J1691. 休暇ももうじきおしまいだ。 









J1695. [バス](A)すぐ来ますか。―(B)10 分おきなんです。 
O1695. (A)すぐ来ます？ ―(B)10 分おきに来ます。 
J1696. 何度も手紙を書いたけど、だめだった。 
O1696. 何回も手紙書いたけど、{あかんかった/ ダメやった}。 
J1697. そりゃあ、来ることもありますが、たまに来るだけですよ。 
O1697. そら、来てるといや来てるけど、ほんまたまにしか来んな。 
J1698. 1 度しか会ったことがない。 
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O1698. 1 回しか会うてないわ。 
J1699. そんなこと 2 度と言うなよ！ 
O1699. そんなん 2 度と言うな。 
J1700. あの人は 4 回来た。 
O1700. あの人は 4 回来た。 
J1701. 今度だけは水に流してやろう。 




O1703. 今度（は）いつ{にしますか/ 会いますか/ お会いしますか}。 
J1704. 日曜にはときどきやってくる。 
O1704. 日曜にときどき来る。 
J1705. それ以後 1 度も会ってない。 





J1708. 1 日おきに行くんです。 
O1708. 1 日おきに行くんや。 
J1709. 週 3 回ここに来ることになっている。 
























O1718. {急ご/ 急がな}、もうおそいし。 
J1719. 早くたちたいんです。 
O1719. 早く{出たい/ 出発したい}んや。 
J1720. (A)間に合うように帰れる？― 






O1723. (A)急いでんの。 ―(B)全然。急いでへんよ。 
J1724. どうぞごゆっくり！ もうしばらくよろしいじゃありませんか。 
O1724. ええ、（もう）帰んのかい。もうちょいゆっくりしていったらええ
のに。//まだしばらくおったらええやんか。 
J1725. あしたもしも暇だったら行きますよ、たぶん 5 時から 6 時までの間
に。 
O1725. あした暇やったら行くわ。5 時か 6 時ぐらいでええか。 
J1726. 今ちょっと手が離せないので、お目にかかれません。 
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O1726. 今ちょっと手ー離されへん{から/ のんで}、お会いできませんわ。 
J1727. おやおや、もう出かける時間だよ。 
O1727. おいっ。もう出かける時間やで。 
J1728. 9 日に会う約束になってるんです。 




O1730. ちょうどええ時にきたな。まじでええ話{あるん/ あんね}やけど。 
J1731. 7 日はちょっと都合が悪いんです。 






































































J1761. (B)うん、それからこれは？ ―(A)それはすぐあとに来るんだ。 




J1763. どっち？ こっちですか、あっちですか。 


















O1770. とにかく分類したらええ{やん/ ねん}。 
J1771. 種類が違うよ。 
O1771. 種類が{ちゃう/ 違う}よ。 
J1772. おのおの 1 枚ずつ買った。 


















O1780. {だいぶ/ かなり}出血した。 
J1781. ばくだいな金を残して死んだ。 
O1781. ばく大な金を残して死んだ。 



















O1789. 思てたほど{あほ/ ばか}やないな。28 
J1790. よしきた、あと 200 円出せば勘定は合うんだね？ 



























J1800. 子どもを入れて、みんなで 10 人です。 
O1800. 子どもを入れて、全部で 10 人や。 
J1801. わたしの父のほかはみんな来ていた。 
O1801. 私の父以外はみんな来てた。 
J1802. 3 人とも行きました。 





























J1814. 合計は 1800 円になる。 
O1814. 合計で 1800 円になる。 
J1815. 財産を五つに分けた。 





J1818. 仕事の 4 分の 1 を終えた。 
O1818. 仕事の 4 分の 1 ぐらい終わった。 
J1819. 値段が 15 パーセントから 20 パーセント上がった。 
O1819. 値段が 15 パーから 20 パーぐらい上がった。 
J1820. 1 人は死んだが、もう 1 人はまだ生きている。 
O1820. 1 人は死んでしもたけど、もう 1 人はまだ生き{とる/ てる}。 
J1821. ほかのところは、たいへんけっこうです。 
O1821. ほかんとこは、{けっこうできてるわ/ かなりええんとちゃうの}。 
J1822. ほかの人たちはみんな行っちゃった。 
O1822. ほかの人はみんな{行ってしもた/ もう行きおった}。 
J1823. しごく簡単だよ。 





J1825. 600 円ずつです。 





J1828. (A)何時だい？―(B)だいたい 11 時だね。 









O1831. その前に{買うとく/ 買っとく}もんがけっこうある。 
J1832. ほんとうのことを知っているのは二、三人ぐらいのもんだ。 
O1832. ほんまのことを知ってるんは 2,3 人ぐらいやろ。 
J1833. ここに住んでるフランス人は、あの人 1 人きりです。 
O1833. ここに住んでるフランス人は、あの人 1 人だけや。 
J1834. 仲間のうちでもだれも見た者はない。 





O1836. ほな、二つ三つあげ{よ/ るか}。 





O1838. この事務所、電卓{ないんや/ あらへん}。 
J1839. 数学の素質がないんだな。 







J1842. 1 時過ぎに伺います。 
O1842. 1 時過ぎに行きます。 
J1843. 2 時間も待ったんですよ！ 
O1843. 2 時間待ったんやで。 
J1844. 3 メートルで足りますか。 
O1844. 3 メーターで足りる？ 
J1845. 4 年ごとにある。 
O1845. 4 年ごとにある。 
J1846. 5 時ごろに来る。 
O1846. 5 時ごろに来る。 
J1847. 6 時ごろに帰ってきた。 
O1847. 6 時ごろに帰ってきた。 
J1848. おそくとも 7 時にはあっちへ着かなきゃならない。 
O1848. おそくても 7 時にはあっちに着かなあかんねん。 
J1849. 8 時に起こしてね。 
O1849. 8 時に起こして（くれ）。 
J1850. 9 時にうちに帰ってきた。 
O1850. 9 時にうちに帰ってきた。 
J1851. 10 分しかかからなかった。 
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O1851. 10 分しかかからんかった。 
J1852. 11 時からここにいるんです。 
O1852. 11 時からここにおるんや。 
J1853. 1 ダースもらいます。 
O1853. 1 ダースもらうわ。 
J1854. もう 13 歳だ。 
O1854. もう 13 歳や。 
J1855. 1400 円で買った。 
O1855. 1400 円で買うた。 
J1856. 1500 円になります。 
O1856. 1500 円{です/ や}。 
J1857. (A)上はいくつになるの？―(B)もう 16 になりました。 
O1857. (A)上（の子）はいくつ（になった（ん））？ ―(B)もう 16{です/ に
なりました}。 
J1858. (A)きょうは 17 日だったね？― 
O1858. (A)きょうは 17 日やったな。― 
J1859. (B)いえ、18 日です。 
O1859.  (B){いや/ ちゃう（わ）}、18 日や。 
J1860. みんなで 19 人だった。 
O1860. 全部で 19 人やった。 
J1861. 数えてみたら 21 あったよ。 
O1861. 数えてみたら 21 あったわ。 
J1862. 32 歳だと言っているが、ほんとは 42 歳なんです。 
O1862. 32 歳やて言うてるけど、ほんまは 42 歳なんや。（{どんなけ/ 10 も}
さば読んでんねん。） 
J1863.  40 近いんでしょう。 
O1863.  40 近いんやろ。 
J1864. (A)厚い本？ ―(B)いや、五、六十ページだよ。 
O1864. (A)厚い本？ ―(B)いーや、5,60 ページや。 
J1865. 少なくとも 60 にはなってるはずだが、そうは見えないな。 
O1865. 少なくとも 60 にはなってるはずなんやけど、そうは見えへんなあ。 
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J1866. 70 の坂を越している。 
O1866. 70 の坂を越してるな。 
J1867. 志願者が 80 人以上もいた。 
O1867. 志願者が 80 人以上おった。 
J1868. (A)来年でちょうど 90 歳なんですよ。―(B)いいお年ですね。 
O1868. (A)来年でちょうど 90 歳なんよ。 ―(B)いいお年ですね。// ええ（お）
年やなあ。 
J1869. 105 番地です。 
O1869. 105 番地や。 
J1870. あいた！ 10 万の金がぱあになったか！ 
O1870. うわー。10 万（円）ぱーになった。 
J1871. 購読者が 1 万以上ある。 
O1871. 購読者が 1 万人以上おる。 
J1872. 218 万かかったんだ、あの家は。 
O1872. 218 万かかったんや、あの家（買うんに）。 
J1873. 5 億円の資本だそうだ。 




O1875. 数えられるわけないやろ。切り（が）{あらへん/ ない}。 
 
138.量の多少 
J1876.  (A)足りないな。―(B)そうかねえ。― 





J1879. ちょうど 2 杯分ある。 
O1879. ちょうど 2 杯分ある。 
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J1880. (A)お金足りる？―(B)だいじょうぶ、十分足りますよ。 
O1880. (A)お金足りる？ ―(B)だいじょうぶ、十分足りるよ。 
J1881. 酒好きも、ああ過ぎちゃあね。 
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29
 「はかがいく」が使用語彙ではない。 












































J1933. うまいぞ！ いい手が見つかった。 




















J1943. とてもやさしいってば！ だれにだってできるよ。 































































O1968. そうせんと{しかたない/ しゃあない}かなあ。// それ以外ないなあ。
// そうする以外ないなあ。 
J1969. まったく同じものです。 































































O1996. 暇になったら、{1 回/ いっぺん}行きますわ。 
J1997. 今晩 5 時ごろにもう一度伺います。 
O1997. 夕方の 5 時ごろにもう{1 回/ いっぺん}行きます。 




J1999. 50 人ほど来ていた。 
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This paper is a corpus of the Osaka dialect based on Le livre des deux mille 
phrases (Frei 1953).  The book is a dictionary of sentences presenting 2,000 vo-
cabulary items as indices and an example sentence for each headword.  It is an 
attempt to identify differences between not only vocabularies but contexts.  It 
was published to verify differences between languages by translating the sample 
sentences into other languages. 
The translated versions of the book include Nihongo nisenbun, which was pub-
lished in 1971.  The author of this thesis – an Osaka native - translated the 2,000 
sample sentences in common Japanese presented in Nihongo nisenbun into the 
Osaka dialect.  While large-scale corpora have become the mainstream as digital 
devices develop, the 2,000-sentence corpus provides consistent standards for sam-
ple sentences.  Therefore, the author of the thesis chose the 2,000-sentence cor-
pus so that it is easier to compare translations for different dialects.  Additionally, 
it is presumed that comparable materials should not only be in common Japanese 
(which is based on the Tokyo dialect) but also the Osaka dialect for the future 
when a 2,000-sentence corpus is organized for a dialect that does not have a 
large-scale corpus.    
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